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 東伯郡社会教育協議会では、社会教育活動の充実を期待し、意欲ある団体に対して交付金事業を

行っています。今年度助成した２団体の活動を紹介します。 

 

                （報告 里山地域研究会代表 山田道治さん） 

 

 この事業は、毎月第３土曜日に児童の居場所作りと自然体験を兼ねて行っています。今回は三朝

西小学校の児童と保護者などが参加し、６５名がバスに乗って蒜山に向かいました。蒜山では薪割

りと吹き竹を使って炭火をおこす体験グループ、プール遊びのグループ、釣りのグループに分かれ

活動しました。３つの活動が終わり、みんなでバーベキューをして楽しみました。よく見ると先ほ

ど子どもが釣り上げた「はえ」が２匹、網の上にのっていましたが、しばらくして網を見るとすで

に誰かが食べた後でした。子どもたちは大満足だったようで各家庭では会話が弾んだことでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月１１日（土）、12 日（日） 

 東伯郡スポーツ推進委員研究大会（三朝町 渓泉閣） 

１月１８日（土）、１９日（日） 

 船上山ウィンターフェスティバル（船上山少年自然の家） 

１月２２日（水）～2 月２８日（金） 

 社会教育主事講習（まなびタウンとうはく、船上山少年自然の家他） 

社会教育団体活動助成事業について（実践報告） 

① みささ青空体験塾（７／２０） 

吹き竹体験！ 

意外と竹が長

いなあ。息が続

くかなあ。 

はえがたくさん

釣れたよ。これ

食べられるの？ 

手作りの滑り

台は楽しい

な。 

活動した後のバ

ーベキューは最

高。はえが網の

上に・・・。 



 

（報告 ０９会代表 新 勝彦さん） 

 

０９会（レク会）は、２００９年度の東伯郡小学校ＰＴＡ会長の有志が集まり発足しました。毎

年、郡内のどこかの小学校に集まり、自分たちが楽しみながら奉仕活動や交流活動を行っています。

今年は琴浦町立以西小学校で、体育館といの清掃とプレーパーク

での自然体験を実施しました。 

１１月２３日（土）、メンバー１１名が集まり、船上山や大山を

望みながら作業をしました。まずは、体育館の屋根に上がり、と

いに詰まった泥や落ち葉をきれいにしました。 

清掃作業終了後、早速、竹

ジャングルジム、竹筒ご飯、

竹とんぼなどに使う「竹」を

切り出しに近くの竹林へ行

きました。途中ロープワーク

の実習もありました。 

いよいよ、「竹ジャングル

ジム」の制作にかかります。

今回は４ｍの高さの「竹ジャ

ングルジム」に挑戦。その切

れ端で、竹筒ご飯用の竹飯ごうづくりをしました。 

 

以西の子どもたちは遊びの天才です。余った竹を切り、ハンマ

ー投げのハンマーを作っていました。また、竹の節を取り除く子

どももいました。「何かな？」と思って聞いたら、どうやら「そ

うめん流し」のようです。今までの体験がよっぽど楽しかったの

でしょうか、弓矢づくりや木の実工作、べっこう飴づくりなど、

遊びがどんどん広がっていきました。 

 

プレーパークの終

わりは、「おやじバン

ド」コンサート。子ど

もたちは熱心に聞き

入ってくれました。 

大人も子どもたち

も、一緒になって遊ん

だ 1 日でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②０９会（１１／２３） 

以西の子どもたちのいろいろなアイデアに、大人の方がビックリ。中には、元気がよ

すぎて裸足で半日過ごす子どももいました。子ども達がおやじ達の仕掛けにまんまとは

まってくれ、おやじ達は大満足。一方で、それ以上に大人が「竹とんぼ」や「べっこう

飴」、「木の実」づくりに夢中になっている姿に、私は心の中で大きなガッツポーズをし

てしまいました。 

 最後に行ったおやじバンドの「ふるさと」大合唱は、この行事に参加してくださった

皆様の心の中に「素晴らしいふるさと・以西小」を印象づけるものでした。子どもたち

は、「遊び」の中で「ふるさと」を感じます。「ふるさと」を感じた子どもたちには自然

と優しい心が育まれます。この子達の「ふるさと・以西小」には、そんな優しい風が吹

いていました。 

 来年（２６年度）は、三朝町のどこかでお会いしましょう。 

感動をありがとう！ 

体育館といの掃除 

ロープワーク実習 

竹筒ご飯用の竹飯ごう 

「おやじバンド」コンサート 竹ジャングルジム 



 「子どもゆめ基金」は、子どもの健全育成を進めるために、キャンプや科学実験教室などの体験

活動や絵本の読み聞かせなどの読書活動への支援を行っています。 

平成２５年度は、４，６４６件の申請があり、３，５１７件が採択されました。平成２６年度事

業からは、郵送による申請に加え、電子申請システムを利用した申請も可能となりました。1 次募

集は既に終わっていますが、２次募集は平成２６年５月１日（木）から６月２３日（月）までです。   

詳細につきましては「子どもゆめ基金」で HP を検索してください。 

○問合せ 独立行政法人国立青少年教育振興機構子どもゆめ基金部助成課 0120-579018 

○ＨＰ http://yumekikin.niye.go.jp/ 

○助成実績（中・四国地区） http://yumekikin.niye.go.jp/koufu/h25/chuugoku1.html  

 

 

 

～お正月の過ごし方～ 

 

 

 

中部教育局 社会教育担当 

電話  0858－23－3253 

FAX   0858－23－5203 

E-mail kishimoto-r@pref.tottori.jp 

【あとがき】 

先日、中部地区卓球大会で２０代の若者と試合をし

ました。相手のパワーボールを打ち返すたびにまだい

けるんじゃないかという錯覚に陥りました。昔のような

いい勝負はできませんが、こんなプレーがしたいと理

想を追い求めていると練習にも熱が入ります。年代を

超えて、真剣勝負ができることはありがたいなあとつ

くづく思いました。 

来年もよい年をお迎えください。（岸本） 


